
別紙様式２
整理番号 １５

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業 事業計画期間 平成２８年度～平成３２年度

事業実施地区名 （さがとうぶ） 事業実施主体 九州森林管理局
（都道府県名） 佐賀東部森林計画区 佐賀森林管理署

（佐賀県）

事業の概要・目的 本事業は佐賀県の南東部に位置し、佐賀市を含む８市６町からなる面積10,1
22haの国有林を対象としている。
森林の現況は、人工林を主体とする育成林が7,421ha、天然林が2,221haとな

っており、主な樹種としては、針葉樹ではスギ、ヒノキ、広葉樹ではカシ、ク
ヌギなどとなっている。
また、本計画区の多くは水源かん養保安林に指定されており、下流域の水が

めとして重要な役割を担っているほか、優れた森林景観にも恵まれていること
から登山など森林レクリエーションや保健休養の場として多くの人に利用され
ている。
このため本事業は、林産物の供給や地域振興への寄与はもとより、国土及び

自然環境の保全、生物多様性の保全等にも配慮しつつ、森林吸収源対策として
の着実な間伐の実施や主伐後の再造林にも取組み多様で健全な森林の整備と路
網整備を併せて実施する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 ２２４ha
保育面積 ２,５９０ha

路網整備 開設延長 １２.７km
改良延長 １３.７km

・総事業費 １,２１２,６３１（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） ９,５２９,２０３（千円）

総 費 用（Ｃ） １,４５６,１５３（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ６.５４

森林管理局事業評価 費用対効果分析の結果、森林・林業情勢、地元の意向、事業コスト縮減の取
技術検討会の意見 組等、事業の公益性を総合的に検討した結果、事業の実施が妥当である。

評価結果 ・必要性：国土の保全や水源の涵養に加え地球温暖化防止、生物多様
かん

性の保全、森林環境教育の推進等の公益的機能の発揮や木
材の安定供給が求められている地域であり、事業の必要性
が認められる。

・効率性：費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性：国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域
の特性を踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する
機能の発揮が十分図られることから、事業の有効性が認め
られる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効
果分析及び各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価した
ところ、森林の重視するべき機能に応じた適切な森林整備が効率的に
計画されていると認められる。



別紙様式７

事業名：森林環境保全整備事業

事業実施地区名：佐賀東部森林計画区 都道府県： 佐賀

（単位：千円)

大　区　分 中　区　分 評価額

水源かん養便益 洪水防止便益 2,538,561

流域貯水便益 739,230

水質浄化便益 1,892,626

山地保全便益 土砂流出防止便益 2,515,436

環境保全便益 炭素固定便益 509,814

木材生産等便益 木材生産等経費縮減便益 120,333

木材利用増進便益 64,412

木材生産確保・増進便益 677,470

森林整備経費縮減
等便益

造林作業経費縮減便益 1,836

森林管理等経費縮減便益 15,764

森林整備促進便益 441,321

災害等軽減便益 維持管理費縮減便益 12,400

9,529,203

1,456,153

9,529,203

1,456,153

便　益　集　計　表

総便益（B)

総費用（C)

費用便益比（B/C） Ｂ÷Ｃ ＝

備　　考

6.54



平成２７年度 林野公共事業評価
「平成２８年度新規採択事業に係る事前評価実施計画区」位置図

佐賀東部森林計画区

（佐賀森林管理署管内）

「平成２８年度新規採択事業に係る事前評価実施計画区」位置図

（森林環境保全整備事業）
（佐賀森林管理署管内）

凡 例凡 例

評価区域



佐賀東部森林計画区
森林整備 森林整備

列状間伐（施業中）造材作業造材作業

列状間伐（施業中）運材作業

列状間伐（施業後）運材作業




